
お
名
前※

フリガナ 〒
団
体
名

（
プ
レ
ゼ
ン
ト
発
送
先
）

ご
住
所※

※は必須項目です。必ずご記入ください。　●個人情報の取り扱いについて：ご記入いただいた個人情報については、プレゼントの発送以外の目的には使用いたしません。

電話番号  （　　　　　　　）　　　　　　　　　－

FAX送信先 FAX03-5351-7328

上記「Q5」の理由や、その他ご意見があればご記入ください。

〈冊子版について〉内容についての総合的な満足度はどの程度ですか?

今号の記事の中で興味を持たれた記事はありますか?〈複数回答可〉

WEB版「WEB-こくみん共済 coop」について、どう思われますか。〈複数回答可〉

Q1

Q2

WEB版「WEB-こくみん共済 coop」をご覧になりましたか?

　（■に 印をつけてください）

WEBこくみん共済 coop

アンケートフォーム

ゝ

〈WEB版について〉冊子版と比べてのご感想をお聞かせください。〈複数回答可〉

編集部では皆さまのご意見やご要望を反映し、誌面の充実を図るため、読者アンケートを実施しています。
ご応募いただいた方の中から抽選で10名様に 「こくみん共済 coop オリジナルグッズ」 をプレゼント
いたします。たくさんのご応募をお待ちしています。

●クイズとアンケートにお答えいただき、FAXで機関誌『こくみん共済 coop』編集部まで
　送信してください〔2024年9月17日（火）必着〕。
●「WEB-こくみん共済 coop」からもご応募いただけます。  
●当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます。

□満 足　　　　□やや満足　　　　□普 通　　　　□やや不満　　　　　□不 満

□トップインタビュー □中央推進会議NEWS
□広域労組における共済制度推進の実例［第41回］ □組織推進部NEWS
□ファイナンシャル・プランニング講座 □特集・機関誌こくみん共済 coop 創刊１１１号記念
□訪問先のご近所グルメ □特になし

□多くの人が見ることができて良いと思う
□便利な機能を充実させて欲しい

□リアルタイムや双方向の情報発信に期待する
□他の人にも紹介したい　　□見ることができないので関係ない

□見た □まだ見ていない □身近にインターネットの環境がない

□パソコンから利用できて便利
□使い勝手が良くない
□冊子の方が利用しやすい

□デザインが良い
□見ていないので分からない

～インタビュー記事の電子ブック化～

読者アンケート&プレゼント

3択クイズ

アンケート

①軌跡　　②変遷　　③歴史　

Vol.1112024.JUL

応
募
方
法

https://www.zenrosai.coop/web-zenrosai
FAX番号
WEB-こくみん共済 coop アドレス 

03-5351-7328

Q3

Q4

Q5

Q6

□便利な機能がたくさんあって良い
□アクセスしにくい
□その他（　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ）

※番号のお間違いにご注意ください。

解答欄

抽選で「こくみん共済 coop オリジナルグッズ」
をプレゼント！！

機関誌こくみん共済 coop の発刊111号を記念して、創刊から現在までに協力していただいた
団体の皆さまのインタビュー記事を電子ブック化しました。この電子ブックのタイトルは「こくみ
ん共済 coop の〇〇」です。〇〇の文字は何でしょう？

発
　
行
　
人
　
打
越

 秋
一

編
集
責
任
者
　
濱
田

 毅
司

こ
く
み
ん
共
済
 coop（

全
国
労
働
者
共
済
生
活
協
同
組
合
連
合
会
）

〒
151- 8571  東

京
都
渋
谷
区
代
々
木

2- 12- 10  TEL. 03- 3299- 0161 （
代
表
）

発
行
所

協
力
団
体
向
け
機
関
誌

 Vol.111
2024.JUL

2024.JU
L Vol.111

協力団体向け機関誌

機関誌こくみん共済 coop 掲載記事

電子ブック化

機関誌 こくみん共済 coop 編集部（こくみん共済 coop 組織推進部 推進企画課） 

こ
く
み
ん
共
済 coop 

中
央
推
進
会
議N

EW
S

第
88
回
全
体
会
議

広
域
労
組
に
お
け
る

共
済
制
度
推
進
の
実
例〔
第
41
回
〕

三
菱
重
工
グ
ル
ー
プ
労
働
組
合
連
合
会

組
織
推
進
部N

EW
S

特
集機関

誌
こ
く
み
ん
共
済 coop

創
刊
1
1
1
号
記
念

〜
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
の
電
子
ブ
ッ
ク
化
〜

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル・プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
講
座

「
新
団
体
年
金
共
済
」の
ス
ス
メ

訪
問
先
の
ご
近
所
グ
ル
メ

「
た
す
け
あ
い
」の
精
神
を
忘
れ
ず
、

組
織
力
を
よ
り
強
化
す
る
こ
と
で

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
共
済
へ

ト
ッ
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

日
本
化
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
労
働
組
合

（
Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合
）

堀
谷 

俊
志 

会
長

トップインタビュー

産別・広域労組
推進実例紹介

労済論壇・
シリーズ産業

被災者
生活再建支援法
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 Vol.111
2024.JUL

協力団体向け機関誌

4

誌面はWEBでもご覧いただけます。

20

19訪問先のご近所グルメ　東京・港区　二代目 魚屋町

～インタビュー記事の電子ブック化～

16

ファイナンシャル・プランニング講座

「新団体年金共済」のススメ

8

こくみん共済 coop Vol.111　読者アンケート&プレゼント

こくみん共済 coop 中央推進会議NEWS

第8８回全体会議

10

14

広域労組における共済制度推進の実例［第41回］

三菱重工グループ労働組合連合会
組織推進部NEWS

経過報告・活動計画 全国説明会
特集

機関誌こくみん共済 coop 創刊111号記念

12

トップインタビュー

「たすけあい」の精神を忘れず、
組織力をより強化することで
スケールメリットを活かした共済へ
日本化学エネルギー産業労働組合（ＪＥＣ連合）

堀谷 俊志 会長　　

ショートムービー公開中！

「もしも」の
安心を提供

安心の保障を
提供する方法

・健康診断
・訪問医療など

※掲載サービスは一例。イラストはイメージです。予告なく変更する可能性があります。

［ご注意］未成年の方はご利用いただけません。また、所属している団体によってはご利用いただけない（一部機能を制限している）場合があります。

・住宅の耐震診断
・修繕など

・車検
・ロードサービスなど

〈公開期限：2025年5月31日まで〉

・旅行予約
・出産準備など

日常生活サポート活用編 公式アプリ活用編

「もしも」に備える最適な保障設計をさまざまな
方法でサポートします。

\ サービスは約18万種類！ /
組合員特典価格で「もしも」の事前・事後や
生活全般をサポートします。

共済ショップ・訪問 オンライン相談 公式アプリ協力団体

「こくみん共済 coop」は営利を目的としない保障の生協として共済事業を営み、相互扶助の精神にもとづき、
組合員の皆さまの安心とゆとりのある暮らしに貢献することを目的としています。この趣旨に賛同いただき、
出資金を払い込んで居住地または勤務地の共済生協の組合員となることで各種共済制度をご利用いただけます。

iOSの方はこちら Androidの方はこちら

アプリのダウンロードは
こちらから

※「iPhone」「App Store」は、米国およびその他の国々
で登録されたApple Inc.の商標または登録商標です。

※「iPhone」の商標はアイホン株式会社のライセンスに
基づき使用されています。

※「iOS」は、米国およびその他の国々における Cisco
の商標または登録商標であり、ライセンス許諾を受
けて使用されています。

※「Android」「Google Play」は、
Google LLC の商標または登録商標
です。

https://youtu.be/d5yWZB5xiqc?zsi=lfT9P6FEIWb8rGo6 https://youtu.be/-AFoU0ioXZs?si=STi_Z6sf9lz9zEwB

生活経済研究所長野  塚原 哲
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れ
、
全
体
で
は
組
合
員
が

減
少
し
て
い
る
中
、Ｊ
Ｅ
Ｃ

連
合
で
は
６
，１
５
２
名
増

で
、
連
合
47
構
成
組
織
の

中
で
増
加
数
・
率
と
も
に

ト
ッ
プ
の
結
果
で
し
た
。
皆
さ
ん
が
私
の
想

い
を
理
解
し
、
活
動
を
前
進
し
て
く
だ
さ
っ

た
結
果
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
点
は
、「
中
小
企
業
の
支
援
」
を

重
要
課
題
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
具
体
的
な

取
り
組
み
の
一つ
と
し
て
、
春
闘
で
の
支
援

を
今
ま
で
よ
り
も
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

　
急
激
な
円
安
と
物
価
高
が
私
た
ち
働
く

者
の
生
活
を
苦
し
め
る
中
、
賃
金
は
物
価

上
昇
に
追
い
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た

中
、
中
小
企
業
で
は
賃
上
げ
の
原
資
と
な

る
、
原
材
料
や
労
務
費
の
価
格
転
嫁
が
で

き
ず
、
春
闘
で
も
か
な
り
苦
戦
し
て
い
ま

す
。

　
少
し
で
も
こ
の
状
況
を
打
破
す
る
た
め

に
、
加
盟
単
組
に
は
、
春
闘
の
要
求
書
や

会
社
と
の
交
渉
の
中
で
、
次
の
取
り
組
み
を

お
こ
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

①
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言※の
定
期

的
な
見
直
し
を
す
る

②
取
引
先
か
ら
の
適
正
価
格
交
渉
に
真
摯

堀
谷
●
Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合
の
加
盟
組
合
は
、
工

場
が
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
な
ど
に
あ
る
場
合
も
多

い
で
す
が
、
車
通
勤
の
組
合
員
が
た
く
さ
ん

お
り
、
も
っ
と
加
入
促
進
で
き
る
と
思
い
ま

す
。

　
２
０
２
４
年
11
月
よ
り
団
体
割
引
率
が

上
が
る
の
は
良
い
こ
と
で
す
し
、
組
合
員
も

興
味
を
持
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
団
体
割
引

率
が
あ
ま
り
上
下
し
な
け
れ
ば
、
今
後
の

加
入
促
進
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

　
先
日
の
理
事
会
後
に
、
加
入
促
進
対
策

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
理
事

会
の
メ
ン
バ
ー
に
自
単
組
の
好
推
進
事
例
を

発
表
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
組
合
役
員
が

見
積
も
り
を
と
っ
て
新
規
加
入
し
、
そ
の
メ

リ
ッ
ト
を
職
場
委
員
な
ど
に
伝
え
る
、
と
い

う
内
容
で
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
度
の
見
積
も
り
件
数
と
新

規
加
入
件
数
を
比
較
す
る
と
、
約
半
数
が

見
積
も
り
を
取
得
し
た
後
に
、
加
入
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
マ
イ
カ
ー
共
済
の
補
償

内
容
が
充
実
し
て
お
り
、
社
会
貢
献
に
も

役
立
つ
と
組
合
員
に
浸
透
さ
れ
て
い
る
証
で

し
ょ
う
。
こ
の
結
果
か
ら
も
、
ま
ず
は
見

積
も
り
を
と
る
よ
う
推
進
す
る
こ
と
が
重

要
だ
と
思
い
ま
す
。

ろ
！
」
と
言
わ
れ
た
の
が
、
き
っ
か
け
で
す
。

「
は
い
」
か
「
Ｙ
Ｅ
Ｓ
」
し
か
な
い
時
代
で
、

あ
ま
り
深
く
考
え
も
せ
ず
、
断
る
こ
と
を

知
ら
ず
に
流
れ
で
引
き
受
け
て
し
ま
い
ま
し

た
。
以
来
、
か
れ
こ
れ
30
年
以
上
も
労
働

運
動
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
先
日
の
別
の
イ
ン
タ
ビュ
ー
で
、
動
物
に
例

え
る
な
ら
？
と
質
問
さ
れ
、「
マ
グ
ロ
」
と
即

答
し
ま
し
た
。
泳
ぐ
の
を
や
め
る
と
死
ん
で

し
ま
う
た
め
、
眠
っ
て
い
る
間
で
も
ず
っ
と

泳
ぎ
続
け
る
マ
グ
ロ
の
イ
メ
ー
ジ
に
似
て
い
る

か
ら
で
す
。

　
私
も
じ
っ
と
し
て
い
る
の
が
苦
手
で
、

日
々
動
き
続
け
て
い
ま
す
。
単
組
の
委
員
長

時
代
も
、
産
別
の
会
長
と
な
っ
た
今
で
も
、

全
国
を
飛
び
回
っ
て
「
加
盟
組
合
の
人
と

会
っ
て
話
を
す
る
」
こ
と
を
常
に
意
識
し
て

い
ま
す
。
何
よ
り
も
、
組
合
員
に
と
っ
て
身

近
な
存
在
で
あ
り
た
い
と
思
って
い
ま
す
。Ｊ

Ｅ
Ｃ
連
合
加
盟
単
組
の
皆
さ
ん
に
は
、
ぜ
ひ

気
軽
に
お
声
が
け
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　
座
右
の
銘
は
「
荒
馬
の
轡
は
前
か
ら
」
で

す
。
難
し
い
問
題
に
対
処
す
る
に
は
、
真

正
面
か
ら
堂
々
と
ぶ
つ
か
っ
た
方
が
よ
い
と
い

う
意
味
で
す
。
言
葉
通
り
、
い
か
な
る
難

局
で
も
逃
げ
ず
に
正
面
か
ら
正
々
堂
々
と
対

峙
し
、
間
違
い
に
気
づ
い
た
ら
す
ぐ
に
「
ご

め
ん
な
さ
い
」
と
謝
れ
る
よ
う
、
心
が
け
た

い
で
す
。

課
題
に
つい
て
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ルへ

の
対
応
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
単
に
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
目
標
だ

け
で
な
く
、
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
中
心
の
産
業

構
造
・
社
会
構
造
を
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

中
心
へ
と
転
換
す
る
、Ｇ
Ｘ（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
と
い
う
考
え
方
に
シ

フ
ト
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
は
経

済
・
社
会
シ
ス
テ
ム
を
制
約
す
る
と
考
え
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
近
で
は
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
よ
っ
て
、
事
業
の

発
展
に
繋
げ
よ
う
と
い
う
考
え
方
に
変
わ
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
化
石
燃
料
資
源
を
大

量
使
用
す
る
化
学
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
維

持
・
発
展
に
も
通
じ
ま
す
。

　
資
源
が
乏
し
い
日
本
に
お
い
て
、Ｇ
Ｘ
を
加

速
さ
せ
る
こ
と
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供

給
に
つ
な
が
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
経
済
を
再

び
成
長
軌
道
へ
と
戻
す
起
爆
剤
と
な
る
可

能
性
も
秘
め
て
お
り
、
化
学
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

産
業
は
そ
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
ま
す
。
皆
で

知
恵
を
絞
り
、
こ
の
変
化
を
チ
ャ
ン
ス
に
変

え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
現
在
力
を
入
れ
て
い
る
最
重
要
な
取
り

組
み
は
、
会
長
就
任
以
来
さ
ま
ざ
ま
な
場

で
述
べ
て
い
る
「
組
織
拡
大
」
で
す
。
こ
れ

に
は
、
未
組
織
労
働
者
を
減
ら
す
と
い
う

社
会
的
な
責
任
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
産
別
は
加
盟
単
組
か
ら
の
加
盟
費
で
運

営
し
て
い
る
の
は
、
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
活
動
領
域
の
拡
大
や
各
種
取
り
組
み

の
強
化
に
よ
っ
て
、
加
盟
単
組
への
サ
ー
ビ
ス

を
向
上
さ
せ
る
に
は
、
組
織
拡
大
が
必
須

で
す
。
そ
の
点
を
役
職
員
に
常
に
意
識
す

る
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合
の
活
動
が
、
加
盟
単

組
の
み
な
ら
ず
、
組
織
外
か
ら
も
評
価
さ

れ
る
こ
と
が
単
組
を
減
少
さ
せ
な
い
活
動
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
い
く
ら
加
入

数
を
増
や
し
て
も
、
脱
退
す
る
単
組
が
多

け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
両
輪

を
し
っ
か
り
回
す
こ
と
で
、
組
織
拡
大
に
繋

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
近
、
嬉
し
い
知
ら
せ
が
あ
り
ま
し
た
。

連
合
２
０
２
４
年
度
の
登
録
人
員
が
発
表
さ

―
次
に
、Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合
な
ら
び
に
化
学
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
関
連
産
業
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま

す
。
近
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

や
国
家
間
の
紛
争
、
急
激
な
物
価
高
騰
な

ど
、
日
本
の
社
会
や
経
済
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
る
出
来
事
が
続
い
て
い
ま
す
。Ｊ

Ｅ
Ｃ
連
合
を
取
り
巻
く
近
況
や
、
力
を
入

れ
て
い
る
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

堀
谷
●
３
年
以
上
に
わ
た
り
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
私
た
ち
の
仕
事
や
生

活
、
さ
ら
に
は
組
合
活
動
に
も
多
大
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
き
ま
し
た
。
現
場
の
医
療

関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
に
欠
か
せ
な
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
素
材
を
製
造
・
供
給
す
る
私

た
ち
Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合
の
仲
間
も
、
感
染
の
リ
ス

ク
を
負
い
な
が
ら
懸
命
に
働
い
て
き
ま
し

た
。
一
時
の
難
局
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
今
、

改
め
て
Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合
の
仲
間
に
敬
意
を
表
し

ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
や
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
な
ど
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
環

境
が
整
っ
て
き
ま
し
た
。
同
時
に
、
今
ま
で

に
な
い
多
様
な
働
き
方
が
加
速
し
、
良
い
影

響
が
及
ぼ
さ
れ
た
面
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

も
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
た
、
働
く
仲

間
の
工
夫
と
知
恵
の
結
集
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　
次
に
、Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合
加
盟
単
組
の
大
き
な

―
本
日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
各
運
動
方
針
の
取
り
組

み
や
昨
年
導
入
さ
れ
た
「
Ｊ
Ｅ
Ｃ
生
命
共

済
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
」
の
医
療
プ
ラ
ン
（
休
業

保
障
プ
ラ
ス
）
を
は
じ
め
と
す
る
共
済
活

動
、
こ
く
み
ん
共
済 coop

と
の
関
わ
り

な
ど
に
つ
い
て
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
ま

ず
は
、
会
長
の
自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま

す
。

堀
谷
●
私
は
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
労
働
組
合
の
出

身
で
す
。
２
０
１
７
年
に
三
菱
化
学
、
三
菱

樹
脂
、
三
菱
レ
イ
ヨ
ン
の
３
社
が
合
併
し
ま

し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
翌
年
４
月
に
３
つ
の

組
合
が
統
合
し
て
新
し
い
組
合
が
発
足
し

ま
し
た
。
結
成
当
初
は
、
ま
だ
各
労
組
の

産
別
活
動
を
継
続
し
て
い
ま
し
た
。
や
が

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
産
別
を
知
る
こ
と
で
一
本

化
の
検
討
を
進
め
、
２
０
１
９
年
10
月
か
ら

Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合
に
加
盟
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
私
の
組
合
役
員
歴
の
ス
タ
ー
ト
は
、
三
菱

レ
イ
ヨ
ン
労
働
組
合
大
竹
支
部
に
遡
り
ま

す
。
22
歳
当
時
、
会
社
の
部
長
に
呼
び
出

さ
れ
、「
組
合
か
ら
執
行
委
員
に
な
っ
て
欲

し
い
と
声
が
か
か
っ
た
の
で
、
や
っ
て
み

に
対
応
す
る
よ
う
求
め
る

　
ま
た
、
加
盟
単
組
の
交
渉
状
況
を
24
時

間
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
配
信
し
、
中
小
労
組
の

交
渉
に
活
か
せ
る
取
り
組
み
を
お
こ
な
っ
た

り
、
交
渉
時
の
直
接
支
援
と
し
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で

各
単
組
か
ら
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
相
談
体
制

を
整
え
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
試

み
ま
し
た
。

―
共
済
関
係
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

ま
ず
、
産
別
・
単
組
が
共
済
を
推
進
す
る

意
義
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で

し
ょ
う
か
。

 

堀
谷
●
産
別
共
済
は
、
組
合
員
の
可
処
分

所
得
の
向
上
や
生
活
を
守
る
こ
と
を
目
的

に
推
進
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
規
模
を
活
か
し
、
組
合
員
に
メ
リ
ッ
ト

を
し
っ
か
り
伝
え
る
の
は
大
事
な
こ
と
で

す
。

　
し
か
し
「
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
ら
加
入
し

て
」
と
勧
め
る
だ
け
で
は
、
組
合
員
と
の
接

点
も
希
薄
に
な
る
で
し
ょ
う
。
や
は
り
、
労

働
運
動
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
た
す
け
あ

い
」
を
意
識
し
た
活
動
こ
そ
が
、
共
済
推

進
の
意
義
だ
と
思
い
ま
す
。

　
共
済
と
は
「
た
す
け
あ
い
」「
お
互
い
さ

ま
」
の
精
神
の
も
と
、
労
働
者
自
主
福
祉

運
動
の
中
で
つ
く
り
上
げ
て
き
た
仕
組
み
で

す
。
組
合
員
が
多
く
加
入
す
る
こ
と
で
、

さ
ら
に
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
共
済
が
生
み
出
さ

れ
、
好
循
環
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
単
に
共
済
運
動
に
留
ま
ら
ず
、

そ
う
し
た
好
循
環
の
延
長
線
上
に
、
労
働

運
動
の
発
展
や
組
織
力
の
強
化
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

―
２
０
０
３
年
に
単
組
・
組
合
員
の
相
互

扶
助
を
目
的
と
し
て
産
別
共
済
制
度
の
推

進
・
事
務
を
取
り
扱
う
、Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合
共
済

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
現
Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合
福
祉
共
済

組
合
）
が
発
足
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
２
０

０
５
年
10
月
に
産
別
共
済
と
し
て
「
Ｊ
Ｅ
Ｃ

生
命
共
済
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
（
団
体
生
命
共

済
）」
を
実
施
。
ま
た
、
２
０
１
４
年
10
月

か
ら
Ｊ
Ｅ
Ｃ
生
命
共
済
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
を
一
括

プ
ラ
ン
・
分
割
プ
ラ
ン
に
改
定
し
、
２
０
２

３
年
10
月
に
「
Ｊ
Ｅ
Ｃ
生
命
共
済
パ
ー
フ
ェ

ク
ト
」
の
医
療
プ
ラ
ン
（
休
業
保
障
プ
ラ
ス
）

を
新
た
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
産

別
制
度
の
導
入
の
背
景
や
新
制
度
へ
の
期

待
、
共
済
推
進
に
お
け
る
課
題
等
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

堀
谷
●
ま
ず
は
、
Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合
福
祉
共
済

組
合
の
課
題
に
つ
い
て
で
す
が
、
現
在
の
理

事
会
体
制
は
、
加
盟
単
組
か
ら
の
専
従
派

遣
役
員
と
６
つ
の
各
部
会
（
他
業
種
産
別
の

た
め
業
種
別
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
で
日
常

活
動
を
実
施
）
の
書
記
長
、
共
済
加
入
上

位
単
組
枠
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
理
事
会

に
部
会
書
記
長
を
任
命
し
て
い
る
の
は
、日

常
活
動
が
部
会
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
そ

こ
で
推
進
活
動
を
展
開
し
て
い
た
だ
く
た
め

で
す
。

　
し
か
し
、
単
組
の
立
場
か
ら
見
る
と
、

部
会
か
ら
も
そ
う
で
す
が
、
共
済
組
合
と

し
て
も
加
入
促
進
を
強
力
に
進
め
て
い
る
と

は
言
え
ず
、
チ
ラ
シ
な
ど
の
共
済
に
関
す
る

資
料
を
配
っ
た
ら
、
あ
と
は
各
単
組
に
お

任
せ
と
い
う
感
じ
で
し
た
。
　

　
ま
た
、
理
事
会
で
加
入
促
進
の
結
果
検

証
等
を
し
て
い
な
い
こ
と
も
問
題
だ
と
思
い

ま
す
。
今
後
は
、
理
事
会
で
責
任
や
役
割

を
し
っ
か
り
定
義
し
、
是
正
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
共
済
制
度
を
よ
り
良
く
す
る
た

め
に
は
加
入
者
を
増
や
し
、
そ
の
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
取
り
組
み
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の

理
事
が
共
済
に
自
信
を
持
っ
て
推
進
活
動

を
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
た
と
え
良
い
共
済
で
あ
っ
て
も
、
単
組
の

執
行
部
に
情
報
が
正
し
く
浸
透
さ
れ
な
け

れ
ば
、
推
進
用
の
資
料
す
ら
組
合
員
の
手

に
渡
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
特
に
広
報

活
動
に
は
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
実
際
、
そ
の
課
題
が
露
呈
さ
れ
た
の
が
、

昨
年
よ
り
導
入
し
た
「
Ｊ
Ｅ
Ｃ
生
命
共
済

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
」
の
医
療
プ
ラ
ン
（
休
業
保

障
プ
ラ
ス
）
の
加
入
者
数
の
少
な
さ
で
す
。

圧
倒
的
に
準
備
・
推
進
不
足
で
あ
り
、
加

盟
単
組
の
組
合
員
に
ま
で
制
度
自
体
の
情

報
が
し
っ
か
り
伝
わ
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
原

因
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
２
０
２
４
年
10
月

改
定
を
含
め
、
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
医
療
プ
ラ
ン
（
休
業
保
障
プ
ラ
ス
）
に
つ

い
て
は
、
大
手
労
組
で
は
、
す
で
に
導
入
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
多
数
あ
り
ま
す
。
大
き
な

成
果
に
つ
な
が
り
に
く
い
で
す
が
、
こ
う
し

た
制
度
が
な
い
中
小
労
組
に
も
お
す
す
め
し

た
い
で
す
。

―
２
０
２
１
年
11
月
よ
り
、
マ
イ
カ
ー
共

済
の
産
別
団
体
割
引
が
開
始
し
ま
し
た
。

可
処
分
所
得
の
向
上
・
安
全
運
転
の
啓
発

に
つ
な
が
る
マ
イ
カ
ー
共
済
の
活
用
に
つ
い

て
、
構
成
組
織
や
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
反

応
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

―
昨
年
の
定
期
大
会
で
は
、
今
後
２
年
間

の
運
動
方
針
に
つ
い
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
振
り
返
り
や
補
強
、
さ
ら
な
る
強
化
に

つ
い
て
論
議
す
る
時
期
だ
と
思
い
ま
す
。Ｊ
Ｅ

Ｃ
連
合
の
運
動
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
こ
く

み
ん
共
済coop

の
役
割
や
要
望
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

堀
谷
●
今
年
の
定
期
大
会
で
は
、
以
下
の

よ
う
な
共
済
運
動
の
補
強
方
針
を
掲
げ
ま

し
た
。

補
強
方
針
　
　

２
０
２
４
年
度
の
理
事
会
に
て
、
福

祉
共
済
組
合
で
取
り
扱
っ
て
い
る
共

済
制
度
の
加
入
組
合
リ
ス
ト
を
も
と

に
、
ま
だ
取
り
組
み
を
お
こ
な
っ
て
い

な
い
組
合
や
目
標
未
達
成
の
組
合
を
、

「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
組
合
」
と
選
定
。
そ
の

組
合
に
対
し
、
共
済
の
意
義
や
制
度

内
容
の
説
明
を
お
こ
な
い
、
加
入
促

進
に
努
め
る
。

　
さ
き
ほ
ど
理
事
会
の
課
題
を
い
く
つ
か
申

し
上
げ
ま
し
た
が
、
結
果
の
検
証
や
、
促

進
活
動
が
ま
だ
充
分
に
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
部
分
を
、
こ
く
み
ん
共
済coop

の
皆

さ
ん
と
共
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
我
々
は
お
客
様
で
は
な
く
、
パ
ー

ト
ナ
ー
で
す
。Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合
加
盟
単
組
へ
の

取
り
組
み
で
、
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
は
遠

慮
な
く
申
し
付
け
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

―
最
後
に
、
運
動
前
進
に
向
け
た
抱
負
や

決
意
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

堀
谷
●
会
長
就
任
時
か
ら
、「
決
め
る
ま
で

は
と
こ
と
ん
議
論
し
、
決
め
た
ら
実
行
す

る
」
よ
う
言
い
続
け
て
い
ま
す
。
大
会
で
の

活
発
な
議
論
で
も
同
様
で
す
。
で
き
な
い
で

は
な
く
、
こ
う
す
れ
ば
で
き
る
と
い
う
前
向

き
な
発
言
で
来
期
方
針
を
決
定
し
、
加
盟

単
組
の
皆
さ
ん
が
、
共
に
「
や
っ
て
や
る
ぞ
」

と
い
う
マ
イ
ン
ド
に
な
る
よ
う
に
進
め
て
い
き

た
い
で
す
ね
。

　
昨
年
、
20
年
以
上
の
歴
史
あ
る
Ｊ
Ｅ
Ｃ

連
合
の
会
長
の
襷
を
受
け
継
ぎ
ま
し
た
。

前
例
の
踏
襲
だ
け
な
ら
発
展
は
望
め
な
い
で

し
ょ
う
。
変
革
を
恐
れ
ず
に
、
活
動
を
前

進
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
ご
指
導
く
だ
さ
い
。

―
本
日
は
、
お
忙
し
い
と
こ
ろ
お
話
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　

Ｊ
E 

C
連
合
の
更
な
る
ご
発
展
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

く
つ
わ

加
盟
単
組
の
組
織
拡
大
と

中
小
企
業
へ
の
支
援
が
肝
心
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堀谷 俊志
ほりたに しゅんじ

さん

日
本
の
化
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
を
代
表
す
る
Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合
。
業
種
別
部
会
活
動
を
柱
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
組

織
と
し
て
、さ
ら
な
る
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。昨
年
７
月
の
定
期
大
会
で
会
長
に
就
任
さ
れ
た
堀
谷 

俊
志
さ
ん
。

同
年
10
月
に
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
Ｊ
Ｅ
Ｃ
生
命
共
済
「
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
」
医
療
プ
ラ
ン
（
休
業
保

障
プ
ラ
ス
）
を
新
た
に
導
入
し
ま
し
た
。
今
回
は
、Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合
を
取
り
巻
く
現
状
や
、
産
別
・
単
組
に
よ
る
共
済

推
進
の
意
義
、
こ
く
み
ん
共
済 coop

と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

日本化学エネルギー産業労働組合（ＪＥＣ連合）
会長

���
�����

����

���
�����

����

日
本
化
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
労
働
組
合（
Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合
）　  

堀
谷 

俊
志 

会
長
に
聞
く

「
た
す
け
あ
い
」の
精
神
を
忘
れ
ず
、

組
織
力
を
よ
り
強
化
す
る
こ
と
で

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
共
済
へ
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れ
、
全
体
で
は
組
合
員
が

減
少
し
て
い
る
中
、Ｊ
Ｅ
Ｃ

連
合
で
は
６
，１
５
２
名
増

で
、
連
合
47
構
成
組
織
の

中
で
増
加
数
・
率
と
も
に

ト
ッ
プ
の
結
果
で
し
た
。
皆
さ
ん
が
私
の
想

い
を
理
解
し
、
活
動
を
前
進
し
て
く
だ
さ
っ

た
結
果
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
点
は
、「
中
小
企
業
の
支
援
」
を

重
要
課
題
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
具
体
的
な

取
り
組
み
の
一つ
と
し
て
、
春
闘
で
の
支
援

を
今
ま
で
よ
り
も
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

　
急
激
な
円
安
と
物
価
高
が
私
た
ち
働
く

者
の
生
活
を
苦
し
め
る
中
、
賃
金
は
物
価

上
昇
に
追
い
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た

中
、
中
小
企
業
で
は
賃
上
げ
の
原
資
と
な

る
、
原
材
料
や
労
務
費
の
価
格
転
嫁
が
で

き
ず
、
春
闘
で
も
か
な
り
苦
戦
し
て
い
ま

す
。

　
少
し
で
も
こ
の
状
況
を
打
破
す
る
た
め

に
、
加
盟
単
組
に
は
、
春
闘
の
要
求
書
や

会
社
と
の
交
渉
の
中
で
、
次
の
取
り
組
み
を

お
こ
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

①
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言※の
定
期

的
な
見
直
し
を
す
る

②
取
引
先
か
ら
の
適
正
価
格
交
渉
に
真
摯

堀
谷
●
Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合
の
加
盟
組
合
は
、
工

場
が
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
な
ど
に
あ
る
場
合
も
多

い
で
す
が
、
車
通
勤
の
組
合
員
が
た
く
さ
ん

お
り
、
も
っ
と
加
入
促
進
で
き
る
と
思
い
ま

す
。

　
２
０
２
４
年
11
月
よ
り
団
体
割
引
率
が

上
が
る
の
は
良
い
こ
と
で
す
し
、
組
合
員
も

興
味
を
持
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
団
体
割
引

率
が
あ
ま
り
上
下
し
な
け
れ
ば
、
今
後
の

加
入
促
進
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

　
先
日
の
理
事
会
後
に
、
加
入
促
進
対
策

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
理
事

会
の
メ
ン
バ
ー
に
自
単
組
の
好
推
進
事
例
を

発
表
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
組
合
役
員
が

見
積
も
り
を
と
っ
て
新
規
加
入
し
、
そ
の
メ

リ
ッ
ト
を
職
場
委
員
な
ど
に
伝
え
る
、
と
い

う
内
容
で
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
度
の
見
積
も
り
件
数
と
新

規
加
入
件
数
を
比
較
す
る
と
、
約
半
数
が

見
積
も
り
を
取
得
し
た
後
に
、
加
入
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
マ
イ
カ
ー
共
済
の
補
償

内
容
が
充
実
し
て
お
り
、
社
会
貢
献
に
も

役
立
つ
と
組
合
員
に
浸
透
さ
れ
て
い
る
証
で

し
ょ
う
。
こ
の
結
果
か
ら
も
、
ま
ず
は
見

積
も
り
を
と
る
よ
う
推
進
す
る
こ
と
が
重

要
だ
と
思
い
ま
す
。

ろ
！
」
と
言
わ
れ
た
の
が
、
き
っ
か
け
で
す
。

「
は
い
」
か
「
Ｙ
Ｅ
Ｓ
」
し
か
な
い
時
代
で
、

あ
ま
り
深
く
考
え
も
せ
ず
、
断
る
こ
と
を

知
ら
ず
に
流
れ
で
引
き
受
け
て
し
ま
い
ま
し

た
。
以
来
、
か
れ
こ
れ
30
年
以
上
も
労
働

運
動
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
先
日
の
別
の
イ
ン
タ
ビュ
ー
で
、
動
物
に
例

え
る
な
ら
？
と
質
問
さ
れ
、「
マ
グ
ロ
」
と
即

答
し
ま
し
た
。
泳
ぐ
の
を
や
め
る
と
死
ん
で

し
ま
う
た
め
、
眠
っ
て
い
る
間
で
も
ず
っ
と

泳
ぎ
続
け
る
マ
グ
ロ
の
イ
メ
ー
ジ
に
似
て
い
る

か
ら
で
す
。

　
私
も
じ
っ
と
し
て
い
る
の
が
苦
手
で
、

日
々
動
き
続
け
て
い
ま
す
。
単
組
の
委
員
長

時
代
も
、
産
別
の
会
長
と
な
っ
た
今
で
も
、

全
国
を
飛
び
回
っ
て
「
加
盟
組
合
の
人
と

会
っ
て
話
を
す
る
」
こ
と
を
常
に
意
識
し
て

い
ま
す
。
何
よ
り
も
、
組
合
員
に
と
っ
て
身

近
な
存
在
で
あ
り
た
い
と
思
って
い
ま
す
。Ｊ

Ｅ
Ｃ
連
合
加
盟
単
組
の
皆
さ
ん
に
は
、
ぜ
ひ

気
軽
に
お
声
が
け
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　
座
右
の
銘
は
「
荒
馬
の
轡
は
前
か
ら
」
で

す
。
難
し
い
問
題
に
対
処
す
る
に
は
、
真

正
面
か
ら
堂
々
と
ぶ
つ
か
っ
た
方
が
よ
い
と
い

う
意
味
で
す
。
言
葉
通
り
、
い
か
な
る
難

局
で
も
逃
げ
ず
に
正
面
か
ら
正
々
堂
々
と
対

峙
し
、
間
違
い
に
気
づ
い
た
ら
す
ぐ
に
「
ご

め
ん
な
さ
い
」
と
謝
れ
る
よ
う
、
心
が
け
た

い
で
す
。

課
題
に
つい
て
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ルへ

の
対
応
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
単
に
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
目
標
だ

け
で
な
く
、
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
中
心
の
産
業

構
造
・
社
会
構
造
を
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

中
心
へ
と
転
換
す
る
、Ｇ
Ｘ（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
と
い
う
考
え
方
に
シ

フ
ト
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
は
経

済
・
社
会
シ
ス
テ
ム
を
制
約
す
る
と
考
え
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
近
で
は
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
よ
っ
て
、
事
業
の

発
展
に
繋
げ
よ
う
と
い
う
考
え
方
に
変
わ
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
化
石
燃
料
資
源
を
大

量
使
用
す
る
化
学
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
維

持
・
発
展
に
も
通
じ
ま
す
。

　
資
源
が
乏
し
い
日
本
に
お
い
て
、Ｇ
Ｘ
を
加

速
さ
せ
る
こ
と
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供

給
に
つ
な
が
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
経
済
を
再

び
成
長
軌
道
へ
と
戻
す
起
爆
剤
と
な
る
可

能
性
も
秘
め
て
お
り
、
化
学
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

産
業
は
そ
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
ま
す
。
皆
で

知
恵
を
絞
り
、
こ
の
変
化
を
チ
ャ
ン
ス
に
変

え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
現
在
力
を
入
れ
て
い
る
最
重
要
な
取
り

組
み
は
、
会
長
就
任
以
来
さ
ま
ざ
ま
な
場

で
述
べ
て
い
る
「
組
織
拡
大
」
で
す
。
こ
れ

に
は
、
未
組
織
労
働
者
を
減
ら
す
と
い
う

社
会
的
な
責
任
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
産
別
は
加
盟
単
組
か
ら
の
加
盟
費
で
運

営
し
て
い
る
の
は
、
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
活
動
領
域
の
拡
大
や
各
種
取
り
組
み

の
強
化
に
よ
っ
て
、
加
盟
単
組
への
サ
ー
ビ
ス

を
向
上
さ
せ
る
に
は
、
組
織
拡
大
が
必
須

で
す
。
そ
の
点
を
役
職
員
に
常
に
意
識
す

る
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合
の
活
動
が
、
加
盟
単

組
の
み
な
ら
ず
、
組
織
外
か
ら
も
評
価
さ

れ
る
こ
と
が
単
組
を
減
少
さ
せ
な
い
活
動
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
い
く
ら
加
入

数
を
増
や
し
て
も
、
脱
退
す
る
単
組
が
多

け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
両
輪

を
し
っ
か
り
回
す
こ
と
で
、
組
織
拡
大
に
繋

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
近
、
嬉
し
い
知
ら
せ
が
あ
り
ま
し
た
。

連
合
２
０
２
４
年
度
の
登
録
人
員
が
発
表
さ

―
次
に
、Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合
な
ら
び
に
化
学
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
関
連
産
業
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま

す
。
近
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

や
国
家
間
の
紛
争
、
急
激
な
物
価
高
騰
な

ど
、
日
本
の
社
会
や
経
済
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
る
出
来
事
が
続
い
て
い
ま
す
。Ｊ

Ｅ
Ｃ
連
合
を
取
り
巻
く
近
況
や
、
力
を
入

れ
て
い
る
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

堀
谷
●
３
年
以
上
に
わ
た
り
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
私
た
ち
の
仕
事
や
生

活
、
さ
ら
に
は
組
合
活
動
に
も
多
大
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
き
ま
し
た
。
現
場
の
医
療

関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
に
欠
か
せ
な
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
素
材
を
製
造
・
供
給
す
る
私

た
ち
Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合
の
仲
間
も
、
感
染
の
リ
ス

ク
を
負
い
な
が
ら
懸
命
に
働
い
て
き
ま
し

た
。
一
時
の
難
局
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
今
、

改
め
て
Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合
の
仲
間
に
敬
意
を
表
し

ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
や
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
な
ど
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
環

境
が
整
っ
て
き
ま
し
た
。
同
時
に
、
今
ま
で

に
な
い
多
様
な
働
き
方
が
加
速
し
、
良
い
影

響
が
及
ぼ
さ
れ
た
面
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

も
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
た
、
働
く
仲

間
の
工
夫
と
知
恵
の
結
集
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　
次
に
、Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合
加
盟
単
組
の
大
き
な

―
本
日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
各
運
動
方
針
の
取
り
組

み
や
昨
年
導
入
さ
れ
た
「
Ｊ
Ｅ
Ｃ
生
命
共

済
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
」
の
医
療
プ
ラ
ン
（
休
業

保
障
プ
ラ
ス
）
を
は
じ
め
と
す
る
共
済
活

動
、
こ
く
み
ん
共
済 coop

と
の
関
わ
り

な
ど
に
つ
い
て
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
ま

ず
は
、
会
長
の
自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま

す
。

堀
谷
●
私
は
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
労
働
組
合
の
出

身
で
す
。
２
０
１
７
年
に
三
菱
化
学
、
三
菱

樹
脂
、
三
菱
レ
イ
ヨ
ン
の
３
社
が
合
併
し
ま

し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
翌
年
４
月
に
３
つ
の

組
合
が
統
合
し
て
新
し
い
組
合
が
発
足
し

ま
し
た
。
結
成
当
初
は
、
ま
だ
各
労
組
の

産
別
活
動
を
継
続
し
て
い
ま
し
た
。
や
が

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
産
別
を
知
る
こ
と
で
一
本

化
の
検
討
を
進
め
、
２
０
１
９
年
10
月
か
ら

Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合
に
加
盟
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
私
の
組
合
役
員
歴
の
ス
タ
ー
ト
は
、
三
菱

レ
イ
ヨ
ン
労
働
組
合
大
竹
支
部
に
遡
り
ま

す
。
22
歳
当
時
、
会
社
の
部
長
に
呼
び
出

さ
れ
、「
組
合
か
ら
執
行
委
員
に
な
っ
て
欲

し
い
と
声
が
か
か
っ
た
の
で
、
や
っ
て
み

に
対
応
す
る
よ
う
求
め
る

　
ま
た
、
加
盟
単
組
の
交
渉
状
況
を
24
時

間
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
配
信
し
、
中
小
労
組
の

交
渉
に
活
か
せ
る
取
り
組
み
を
お
こ
な
っ
た

り
、
交
渉
時
の
直
接
支
援
と
し
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で

各
単
組
か
ら
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
相
談
体
制

を
整
え
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
試

み
ま
し
た
。

―
共
済
関
係
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

ま
ず
、
産
別
・
単
組
が
共
済
を
推
進
す
る

意
義
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で

し
ょ
う
か
。

 

堀
谷
●
産
別
共
済
は
、
組
合
員
の
可
処
分

所
得
の
向
上
や
生
活
を
守
る
こ
と
を
目
的

に
推
進
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
規
模
を
活
か
し
、
組
合
員
に
メ
リ
ッ
ト

を
し
っ
か
り
伝
え
る
の
は
大
事
な
こ
と
で

す
。

　
し
か
し
「
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
ら
加
入
し

て
」
と
勧
め
る
だ
け
で
は
、
組
合
員
と
の
接

点
も
希
薄
に
な
る
で
し
ょ
う
。
や
は
り
、
労

働
運
動
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
た
す
け
あ

い
」
を
意
識
し
た
活
動
こ
そ
が
、
共
済
推

進
の
意
義
だ
と
思
い
ま
す
。

　
共
済
と
は
「
た
す
け
あ
い
」「
お
互
い
さ

ま
」
の
精
神
の
も
と
、
労
働
者
自
主
福
祉

運
動
の
中
で
つ
く
り
上
げ
て
き
た
仕
組
み
で

す
。
組
合
員
が
多
く
加
入
す
る
こ
と
で
、

さ
ら
に
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
共
済
が
生
み
出
さ

れ
、
好
循
環
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
単
に
共
済
運
動
に
留
ま
ら
ず
、

そ
う
し
た
好
循
環
の
延
長
線
上
に
、
労
働

運
動
の
発
展
や
組
織
力
の
強
化
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

―
２
０
０
３
年
に
単
組
・
組
合
員
の
相
互

扶
助
を
目
的
と
し
て
産
別
共
済
制
度
の
推

進
・
事
務
を
取
り
扱
う
、Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合
共
済

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
現
Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合
福
祉
共
済

組
合
）
が
発
足
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
２
０

０
５
年
10
月
に
産
別
共
済
と
し
て
「
Ｊ
Ｅ
Ｃ

生
命
共
済
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
（
団
体
生
命
共

済
）」
を
実
施
。
ま
た
、
２
０
１
４
年
10
月

か
ら
Ｊ
Ｅ
Ｃ
生
命
共
済
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
を
一
括

プ
ラ
ン
・
分
割
プ
ラ
ン
に
改
定
し
、
２
０
２

３
年
10
月
に
「
Ｊ
Ｅ
Ｃ
生
命
共
済
パ
ー
フ
ェ

ク
ト
」
の
医
療
プ
ラ
ン
（
休
業
保
障
プ
ラ
ス
）

を
新
た
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
産

別
制
度
の
導
入
の
背
景
や
新
制
度
へ
の
期

待
、
共
済
推
進
に
お
け
る
課
題
等
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

堀
谷
●
ま
ず
は
、
Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合
福
祉
共
済

組
合
の
課
題
に
つ
い
て
で
す
が
、
現
在
の
理

事
会
体
制
は
、
加
盟
単
組
か
ら
の
専
従
派

遣
役
員
と
６
つ
の
各
部
会
（
他
業
種
産
別
の

た
め
業
種
別
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
で
日
常

活
動
を
実
施
）
の
書
記
長
、
共
済
加
入
上

位
単
組
枠
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
理
事
会

に
部
会
書
記
長
を
任
命
し
て
い
る
の
は
、日

常
活
動
が
部
会
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
そ

こ
で
推
進
活
動
を
展
開
し
て
い
た
だ
く
た
め

で
す
。

　
し
か
し
、
単
組
の
立
場
か
ら
見
る
と
、

部
会
か
ら
も
そ
う
で
す
が
、
共
済
組
合
と

し
て
も
加
入
促
進
を
強
力
に
進
め
て
い
る
と

は
言
え
ず
、
チ
ラ
シ
な
ど
の
共
済
に
関
す
る

資
料
を
配
っ
た
ら
、
あ
と
は
各
単
組
に
お

任
せ
と
い
う
感
じ
で
し
た
。
　

　
ま
た
、
理
事
会
で
加
入
促
進
の
結
果
検

証
等
を
し
て
い
な
い
こ
と
も
問
題
だ
と
思
い

ま
す
。
今
後
は
、
理
事
会
で
責
任
や
役
割

を
し
っ
か
り
定
義
し
、
是
正
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
共
済
制
度
を
よ
り
良
く
す
る
た

め
に
は
加
入
者
を
増
や
し
、
そ
の
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
取
り
組
み
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の

理
事
が
共
済
に
自
信
を
持
っ
て
推
進
活
動

を
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
た
と
え
良
い
共
済
で
あ
っ
て
も
、
単
組
の

執
行
部
に
情
報
が
正
し
く
浸
透
さ
れ
な
け

れ
ば
、
推
進
用
の
資
料
す
ら
組
合
員
の
手

に
渡
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
特
に
広
報

活
動
に
は
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
実
際
、
そ
の
課
題
が
露
呈
さ
れ
た
の
が
、

昨
年
よ
り
導
入
し
た
「
Ｊ
Ｅ
Ｃ
生
命
共
済

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
」
の
医
療
プ
ラ
ン
（
休
業
保

障
プ
ラ
ス
）
の
加
入
者
数
の
少
な
さ
で
す
。

圧
倒
的
に
準
備
・
推
進
不
足
で
あ
り
、
加

盟
単
組
の
組
合
員
に
ま
で
制
度
自
体
の
情

報
が
し
っ
か
り
伝
わ
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
原

因
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
２
０
２
４
年
10
月

改
定
を
含
め
、
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
医
療
プ
ラ
ン
（
休
業
保
障
プ
ラ
ス
）
に
つ

い
て
は
、
大
手
労
組
で
は
、
す
で
に
導
入
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
多
数
あ
り
ま
す
。
大
き
な

成
果
に
つ
な
が
り
に
く
い
で
す
が
、
こ
う
し

た
制
度
が
な
い
中
小
労
組
に
も
お
す
す
め
し

た
い
で
す
。

―
２
０
２
１
年
11
月
よ
り
、
マ
イ
カ
ー
共

済
の
産
別
団
体
割
引
が
開
始
し
ま
し
た
。

可
処
分
所
得
の
向
上
・
安
全
運
転
の
啓
発

に
つ
な
が
る
マ
イ
カ
ー
共
済
の
活
用
に
つ
い

て
、
構
成
組
織
や
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
反

応
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

―
昨
年
の
定
期
大
会
で
は
、
今
後
２
年
間

の
運
動
方
針
に
つ
い
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
振
り
返
り
や
補
強
、
さ
ら
な
る
強
化
に

つ
い
て
論
議
す
る
時
期
だ
と
思
い
ま
す
。Ｊ
Ｅ

Ｃ
連
合
の
運
動
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
こ
く

み
ん
共
済coop

の
役
割
や
要
望
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

堀
谷
●
今
年
の
定
期
大
会
で
は
、
以
下
の

よ
う
な
共
済
運
動
の
補
強
方
針
を
掲
げ
ま

し
た
。

補
強
方
針
　
　

２
０
２
４
年
度
の
理
事
会
に
て
、
福

祉
共
済
組
合
で
取
り
扱
っ
て
い
る
共

済
制
度
の
加
入
組
合
リ
ス
ト
を
も
と

に
、
ま
だ
取
り
組
み
を
お
こ
な
っ
て
い

な
い
組
合
や
目
標
未
達
成
の
組
合
を
、

「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
組
合
」
と
選
定
。
そ
の

組
合
に
対
し
、
共
済
の
意
義
や
制
度

内
容
の
説
明
を
お
こ
な
い
、
加
入
促

進
に
努
め
る
。

　
さ
き
ほ
ど
理
事
会
の
課
題
を
い
く
つ
か
申

し
上
げ
ま
し
た
が
、
結
果
の
検
証
や
、
促

進
活
動
が
ま
だ
充
分
に
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
部
分
を
、
こ
く
み
ん
共
済coop

の
皆

さ
ん
と
共
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
我
々
は
お
客
様
で
は
な
く
、
パ
ー

ト
ナ
ー
で
す
。Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合
加
盟
単
組
へ
の

取
り
組
み
で
、
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
は
遠

慮
な
く
申
し
付
け
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

―
最
後
に
、
運
動
前
進
に
向
け
た
抱
負
や

決
意
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

堀
谷
●
会
長
就
任
時
か
ら
、「
決
め
る
ま
で

は
と
こ
と
ん
議
論
し
、
決
め
た
ら
実
行
す

る
」
よ
う
言
い
続
け
て
い
ま
す
。
大
会
で
の

活
発
な
議
論
で
も
同
様
で
す
。
で
き
な
い
で

は
な
く
、
こ
う
す
れ
ば
で
き
る
と
い
う
前
向

き
な
発
言
で
来
期
方
針
を
決
定
し
、
加
盟

単
組
の
皆
さ
ん
が
、
共
に
「
や
っ
て
や
る
ぞ
」

と
い
う
マ
イ
ン
ド
に
な
る
よ
う
に
進
め
て
い
き

た
い
で
す
ね
。

　
昨
年
、
20
年
以
上
の
歴
史
あ
る
Ｊ
Ｅ
Ｃ

連
合
の
会
長
の
襷
を
受
け
継
ぎ
ま
し
た
。

前
例
の
踏
襲
だ
け
な
ら
発
展
は
望
め
な
い
で

し
ょ
う
。
変
革
を
恐
れ
ず
に
、
活
動
を
前

進
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
ご
指
導
く
だ
さ
い
。

―
本
日
は
、
お
忙
し
い
と
こ
ろ
お
話
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　

Ｊ
E 

C
連
合
の
更
な
る
ご
発
展
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

た
す
き

聞き手
こくみん共済 coop
調査役

高木 章

一
人
ひ
と
り
の
理
事
が

共
済
に
自
信
を
持
っ
て

組
合
員
に
メ
リ
ッ
ト
を
伝
え
る

「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
組
合
」に
向
け

加
入
促
進
を
図
り

さ
ら
な
る
共
済
活
動
の
前
進
を

※取引先とのパートナーシップを強化するなど「新たな共存共栄関係の構築」を企業
の代表者名で宣言（コミット）するもので、「成長と分配の好循環」を目指す。���
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組
み

•
自
転
車
事
故
防
止
等
の
社
会
課
題
に
対
す

る
取
り
組
み

　
ま
た
、
2
0
2
3
年
度
に
作
成
し
た
マ
イ
カ
ー

共
済
推
進
ツ
ー
ル
の
使
用
状
況
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
踏
ま
え
、
2
0
2
4
年
度
マ
イ
カ
ー
共
済

の
推
進
ツ
ー
ル
の
方
向
性
に
つい
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

●
第
4
回
研
修
専
門
委
員
会

　
2
0
2
4
年
度
研
修
会
に
向
け
て
３
回
目
の

協
議
を
行
い
、
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
復
興

の
た
め
に
、
北
陸
方
面
で
の
開
催
を
検
討
し
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

●
第
4
回
推
進
専
門
委
員
会

　
2
0
2
3
年
度
活
動
計
画
を
踏
ま
え
た
各

種
取
組
支
援
ツ
ー
ル
の
総
括
を
行
い
ま
し
た
。

•
団
体
生
命
共
済
（
医
療
・
休
業
共
済
）
の

導
入
に
向
け
た
取
り
組
み

•
マ
イ
カ
ー
共
済
の
加
入
拡
大
を
目
指
し
た
取

り
組
み

•
災
害
時
無
保
障
者
の
解
消
に
向
け
た
取
り

２
０
２
４
年
５
月
31
日（
金
）、28
構
成
組
織
32
名
に
て
、集
合
と
W
E
B
併
用
に
よ
り
「
中

央
推
進
会
議 

第
88
回
全
体
会
議
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し

て
中
央
労
福
協
よ
り
南
部
事
務
局
長
、
関
根
事
務
局
次
長
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
実
績
報
告

　
こ
く
み
ん
共
済 coop 

全
体
の
最
新
実
績
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

　
大
規
模
自
然
災
害
対
応
報
告

　
2
0
2
4
年
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
、

関
西
で
発
生
し
た
降
雹
、
豊
後
水
道
を
震
源
と

す
る
地
震
に
関
す
る
対
応
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　「
2
0
2
3
年
度
こ
く
み
ん
共
済 coop 

　
地
域
貢
献
助
成
」
報
告

　
本
助
成
は
、
1
9
9
2
年
に
環
境
問
題
な
ど

に
取
り
組
む
団
体
の
活
動
支
援
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
、
今
回
で
32
回
目
を
迎
え
ま
す
。

報
告
内
容

第
88
回
全
体
会
議

中
央
推
進
会
議

協
議
内
容

3
四
役
帯
同
訪
問
　報
告

4
2
0
2
3
年
度

専
門
委
員
会
活
動
報
告

5
中
央
推
進
会
議

2
0
2
3
年
度
研
修
会
総
括

氏　　名

川野　英樹

寺田　正人

谷津　正信

役　職　名

委員長（JAM）

副委員長（ＪＥＣ連合）

副委員長（UAゼンセン）

氏　　名
上田　　敬
渡辺　　航
渡邉　　努
澤田　光弘
戸口　　剛
柳澤　孝史
髙橋　雄大
小野寺博人
増田　紀之
髙島　弘司
本田　　有
大杉　浩二

-
清水千代宣
三木　隆之
佐々木信行
木村　俊暁

-
村上　嘉則
岡本　昌史
橋本真理子
阪本　純一
川上　真理
源　　匡博
-

常任

○

○

○

○
○

○

○
○
○

常任

○

○

○

構成組織名
新聞労連
税関労組
政労連

セラミックス連合
全印刷局
全印総連
全銀連合
全建総連
全国ガス
全国港湾
全自交労連
全司法
全商社
全駐労
全電線
全日通

全日本海員組合
全農協労連
全農林
電機連合
電力総連
日建協

日本医労連
フード連合
民放労連

氏　　名

中澤　清孝

池之谷　潤

坂本　　彰

役　職　名

議長（電機連合）

副議長（私鉄総連）

副議長（基幹労連）

氏　　名

名塚　和好
永井　　学
山田　　知
杉本　和久
折笠　　敏
大窄　新二
大原　　猛
宮下　　卓
松本　直樹
髙橋　浩司
渡邉祐一郎
廣瀬　　肇
玉那覇　仁
貫　　正和
笠置　武志
丹羽　秀徳
船橋　弘靖
矢野　勇紀
髙城　政利
亀﨑　安弘
青山　浩二
樋口　和司
繁野　慶一

-
菅原　　元

常任

○
○

○
○
○

○
○

○

○
○

○
○
○
○

構成組織名
JAM

JEC連合
JR総連

メディア労連
UAゼンセン
印刷労連
運輸労連
映演労連

駅・車販労協
紙パ連合
基幹労連
建交労
航空連合
交通労連
国税労組
国公労連
ゴム連合

サービス連合
自交総連

自治労全国一般評議会
自治労都市交評

私鉄総連
自動車総連
出版労連
新運転

（敬称略）※太字は新任委員となります。

〔表2〕 住まいる共済　主な改定内容

〔表1〕こくみん共済 coop 中央推進会議 常任委員会 

〔表3〕
2023年度活動総括および
2024年度活動計画(抜粋）

1
こ
く
み
ん
共
済 coop 

中
央
推
進
会
議
　委
員
体
制

お
よ
び
常
任
委
員
体
制
に
つ
い
て

2
こ
く
み
ん
共
済 coop

活
動
報
告

　
本
年
は
、「
防
災・減
災
」「
環
境
保
全
」「
子

ど
も
の
健
全
育
成
」
の
３
分
野
で
活
動
さ
れ
て
い

る
N
P
O
法
人
や
市
民
団
体
な
ど
を
対
象
に
募

集
し
、
47
団
体
に
、
総
額
約
1
，9
9
7
万
円

を
助
成
す
る
こ
と
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　「
住
ま
い
る
共
済
」の
商
品
改
定
に
つ
い
て

　
風
水
害
等
が
多
発
化
・
大
規
模
化
す
る
な
か
、

引
き
続
き
確
か
な
保
障
を
お
届
け
す
る
た
め
、

　
2
0
2
4
年
１
月
18
日
〜
１
月
31
日
の
期
間

に
17
構
成
組
織
に
て
実
施
し
た
、
中
央
推
進
会

議
四
役
に
よ
る
訪
問
活
動
に
つい
て
報
告
を
行
い

ま
し
た
。

　
2
0
2
4
年
度
こ
く
み
ん
共
済 coop 

中
央

推
進
会
議
委
員
お
よ
び
常
任
委
員
の
変
更
に
と

も
な
い
、
委
員
の
変
更
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　
中
央
推
進
会
議
お
よ
び
常
任
委
員
会
の
体
制

に
つい
て
は
、〔
表
1
〕
を
参
照
く
だ
さ
い
。

　
2
0
2
3
年
度
活
動
計
画
に
も
と
づ
き
、
研

保障額の拡大

保障の改善

自然災害共済の
総支払限度額
の引き上げ

自然災害共済の
掛金額の改定

　
2
0
2
3
年
度
活
動
総
括

　
お
よ
び
2
0
2
4
年
度
活
動
計
画（
案
）

①
中
央
推
進
会
議
活
動
計
画
に
つい
て

　
2
0
2
3
年
度
活
動
計
画
に
対
す
る
進

捗
状
況
と
、2
0
2
4
年
度
活
動
計
画
（
案
）

に
つい
て
協
議
・
確
認
し
ま
し
た
。

②
各
構
成
組
織
に
お
け
る
活
動
計
画
に
つい
て

　
各
構
成
組
織
に
策
定
い
た
だ
い
た
2
0
2
3

年
度
活
動
計
画
に
つ
い
て
総
括
を
行
い
、

2
0
2
4
年
度
も
重
点
課
題
を
継
続
・
補

強
し
、
対
応
し
て
い
く
こ
と
に
つい
て
協
議
・

確
認
し
ま
し
た
。〔
表
3
〕

こくみん共済 coop 共済制度の
取り組みを軸とした
労働者共済運動の推進
新団体年金共済の取り組み
●若年層の資産形成や老後への経済的な備えに向け
て、「保障」と「貯蓄」を兼ね備えた新団体年金共済の
取り組みを進める。

●新団体年金共済を実施している産別を中心に、運動
としての推進を幅広く告知し取り組みを進める。

こくみん共済 coop の運動と
事業の一体的推進活動の強化
中央推進会議の役割と機能の強化
●2023年度研修専門委員会で議論した「能登半島地
震の復興支援」、災害時無保障者の解消を目指した
住宅保障の更なる推進に向け、北陸エリアでの持ち
出し開催を検討・実施する。

こくみん共済 coop 共済制度の
取り組みを軸とした
労働者共済運動の推進
①火災共済・自然災害共済の取り組み
●火災共済誕生70周年を契機として、推進ツールの
作成・配布や自然災害共済中途付帯推進を行い、保
障点検活動の強化をはかり、火災共済に対する自然
災害共済付帯率の引き上げを目指す。
②マイカー共済の取り組み
●満期手続き漏れのない確実な保障提供を行うため
に、自賠責共済（原付・二輪車含む）についても、マイ
カー共済と合わせて取り組みを展開する。
●こくみん共済 coop 「７才の交通安全プロジェクト」
との連携をはかり、掛金見積もり１件につき横断旗を
寄贈する取り組みを進める。

●団体割引の維持安定を目指し、組合員の安全運転
啓発活動につながる啓発ツール等を推進専門委員
会で検討し取り組みを進める。
③社会課題に対する取り組み
●SDGsのゴール3「すべての人に健康と福祉を」では、
交通事故による死傷者を半減させる目標を掲げて
いるため、自転車事故や自動車事故防止に向けた取
り組みを専門委員会と連携し進めて行く。
④組合員の利便性向上と「深く」「長い」関係を
　構築する取り組み
●公式アプリ導入促進ツールの展開と産別を通じた
各構成組織への導入要請活動を展開する。

新たな取り組み

補 強 点
生活再建に充分な共済金をお支払いできるよう、風水害等
共済金の支払い限度額を最高6,000万円に拡大します。
（ベーシック（旧・大型タイプ）の保障額拡大）

近年増大する自然災害リスクに対応し、将来起こり得る大規
模災害に対しても確実に共済金をお支払いできるよう、風水
害等および地震等に対する総支払限度額を段階的に引き上
げ、より一層大きな安心をお届けします。

木造構造および鉄骨・耐火構造の自然災害共済部分につい
て掛金額を改定します。
（マンション構造の掛金額に変更はありません）
※今商品改定にあたっても「所在地」や「築年数」による掛金
格差は導入せず、掛金や保障内容は全国で同一です。

軽微な損害（１０万円以下の損害）も風水害等共済金の支払
対象になります。

2
0
2
4
年
４
月
に
「
住
ま
い
る
共
済
（
火
災

共
済
・
自
然
災
害
共
済
）」
の
商
品
改
定
を
行

い
ま
し
た
。〔
表
2
〕

　「
み
ん
な
で
被
災
地
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に

つ
い
て

　
2
0
2
4
年
３
月
１
日
〜
５
月
31
日
ま
で
、

住
ま
い
る
共
済
の
お
見
積
も
り
１
件
に
つ
き

1
0
0
円
を
、
当
会
か
ら
被
災
地
で
復
旧
支
援

活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
支
援
）
団
体
に

寄
付
を
行
い
、
更
な
る
防
災
・
減
災
の
普
及
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

修
専
門
委
員
会
を
中
心
に
立
案
し
、
開
催
し
た

研
修
会
の
総
括
に
つい
て
報
告
し
ま
し
た
。
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三
菱
重
工
グ
ル
ー
プ
労
働
組
合
連
合
会
　

広
域
労
組
に
お
け
る
共
済
制
度
推
進
の
実
例
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三菱重工グループ労連本部執行部の皆さん。
左から石岡 信大中央執行委員、牧野 祥ニ書記長、
井上 昌弘会長、杉原 明日美中央執行委員。

インタビューに答える三菱重工グループ労連
本部執行部の皆さん

三
菱
重
工
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る

事
業
内
容
の
概
要
に
つ
い
て

牧
野
●
日
本
の
近
代
化
に
伴
い
、
三
菱
重
工

は
明
治
17
年
（
１
８
８
４
年
）、
岩
崎
彌
太

郎
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
政
府
か
ら

工
部
省
の
長
崎
造
船
局
を
譲
り
受
け
、
長

崎
造
船
所
と
命
名
し
て
造
船
事
業
を
本
格

的
に
開
始
し
た
こ
と
と
合
わ
せ
、
そ
れ
以
前

に
彌
太
郎
が
発
足
し
て
い
た
三
菱
財
閥
の
基

礎
で
あ
る
九
十
九
商
会
の
２
つ
の
流
れ
が
合

わ
さ
り
、
後
に
三
菱
造
船
株
式
会
社
と
し

て
成
長
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
昭
和
９
年
（
１
９
３
４
年
）
に

重
機
、航
空
機
、鉄
道
車
両
な
ど
を
加
え
、

改
め
て
三
菱
重
工
業
株
式
会
社
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
、陸
・
海
・
空
、

宇
宙
部
門
な
ど
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
か
ら
民
生

品
に
至
る
ま
で
数
多
く
の
製
品
を
生
み
出

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
事
業
展
開
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
昨
今
で
は
脱
炭
素
化
の
潮
流

の
な
か
で
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
果
た
す
べ
き

役
割
を
認
識
し
な
が
ら
、
新
製
品
の
開
発
・

製
造
・
販
売
な
ど
を
手
が
け
る
総
合
重
工

メ
ー
カ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

   

労
働
組
合
の
体
制
に
つ
い
て

牧
野
●
以
前
は
、
単
一
組
織
の
三
菱
重
工
労

組
と
し
て
労
働
運
動
を
し
て
い
ま
し
た
。
や

が
て
会
社
の
再
編
に
伴
い
、
三
菱
重
工
労
働

組
合
に
Ｍ
Ｈ
Ｐ
Ｓ（
三
菱
日
立
パ
ワ
ー
シ
ス
テ
ム

ズ
）
労
働
組
合
が
加
わ
り
、
平
成
29
年
（
２

０
１
７
年
）
10
月
に
「
三
菱
重
工
グ
ル
ー
プ

労
連
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
グ

ル
ー
プ
関
連
企
業
の
労
働
組
合
も
加
盟
し
、

現
在
の
組
合
員
数
は
三
菱
重
工
労
組
で
２

３
，６
８
９
名
（
６０
歳
以
上
の
雇
用
延
長
者

５
５
１
名
を
含
む
）
と
関
連
加
盟
組
合
で
約

６
，０
０
０
名
と
な
っ
て
お
り
、
グ
ル
ー
プ
全

体
で
約
３
万
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
組
織
体
制
と
し
て
は
、
本
部
と
11
の
地
本

が
あ
り
ま
す
。
本
部
に
は
会
長
・
副
会
長
・

書
記
長
各
１
名
ず
つ
に
加
え
て
、
中
央
執
行

委
員
９
名
の
計
12
名
が
お
り
、
地
本
で
は
そ

れ
ぞ
れ
人
員
構
成
に
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、

三
役
・
執
行
委
員
が
配
置
さ
れ
、
計
79
名
の

役
員
が
各
地
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

共
済
推
進
活
動
の
考
え
方
や

背
景
に
つ
い
て

牧
野
●
三
菱
重
工
グ
ル
ー
プ
労
連
は
、「
可
処

分
所
得
の
向
上
」と「
無
保
障
者
を
な
く
す
」

と
の
考
え
方
の
も
と
、共
済
活
動
を
進
め
て
い

ま
す
。

石
岡
●
地
本
で
は
、共
済
制
度
の
み
な
ら
ず
、

組
合
員
の
家
族
ま
で
含
め
た
福
利
厚
生
制
度

の
充
実
に
も
努
め
て
い
ま
す
。各
種
割
引
チ

ケ
ッ
ト
の
紹
介
や
斡
旋
な
ど
、組
合
員
が
よ
り

豊
か
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。

組
合
員
一
律
加
入
制
度

「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
共
済
」に
つ
い
て

（
１
）
導
入
の
き
っ
か
け

杉
原
●
全
国
に
あ
る
地
本
で
は
、組
合
員

数
、
組
合
執
行
部
体
制
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ

大
き
く
異
な
り
ま
す
。
組
合
員
が
数
千
人

を
超
え
る
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
数
百
人
と
い

う
と
こ
ろ
も
あ
り
、
組
合
費
、
財
政
の
状
況

も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
共
済
制
度
も
地
本
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
り

ま
し
た
。そ
の
よ
う
な
中
、
三
菱
重
工
グ
ル
ー

プ
労
連
全
体
と
し
て
の
持
続
的
な
発
展
を
考

え
、
各
地
本
の
財
政
状
況
・
活
動
な
ど
を

勘
案
し
た
上
で
、
こ
れ
ま
で
地
本
ご
と
に
異

な
って
い
た
組
合
費
と
共
済
制
度
を
統
一
し
、

ど
の
地
本
に
お
い
て
も
同
じ
組
合
費
で
同
じ

共
済
制
度
を
享
受
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と

の
考
え
に
基
づい
て
、「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
共
済
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

牧
野
●
も
と
も
と
は
地
本
ご
と
に
自
然
災
害

に
対
す
る
お
見
舞
金
制
度
な
ど
も
あ
っ
た
の

で
す
が
、
全
地
本
で
統
一
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

こ
く
み
ん
共
済coop

の
共
済
が
適
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。

杉
原
●
共
済
を
統
一
す
る
ま
で
は
、
他
地
本

の
保
障
内
容
は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

例
え
ば
慶
事
ひ
と
つ
と
っ
て
も
、何
に
対
し
て

祝
金
を
支
払
う
の
か
が
、
地
本
に
よ
っ
て
ま

ち
ま
ち
で
し
た
。

（
2
）
導
入
ま
で
の
流
れ

杉
原
●
ま
ず
は
各
地
本
の
共
済
制
度
を
調
査

す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
規
定
を
取
り
寄
せ

る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
各
項
目
を
ど
の
よ
う
に
ま
と
め

る
か
、
議
論
を
重
ね
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
制

度
の
内
容
だ
け
で
な
く
運
営
面
に
つい
て
も
か

な
り
時
間
を
か
け
て
検
討
し
、
運
営
要
領
と

し
て
ま
と
め
て
規
定
に
載
せ
、
全
地
本
統
一
の

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
共
済
と
し
て
開
始
で
き
る
頃
に

は
、
議
論
開
始
か
ら
数
年
が
経
っ
て
い
ま
し

た
。

（
3
）
導
入
時
に
苦
労
し
た
点
や
、
そ
れ
を

ど
の
よ
う
に
解
決
・
対
応
し
た
の
か

杉
原
●
今
ま
で
各
地
本
が
運
営
し
て
い
た
共

済
の
全
項
目
を
網
羅
す
る
の
は
難
し
い
状
況
で

し
た
。
そ
こ
で
、、
保
障
項
目
と
し
て
は
従
来

の
８
割
程
度
を
カ
バ
ー
で
き
る
よ
う
設
計
し
ま

し
た
。

石
岡
●
結
果
的
に
死
亡
保
障
は
こ
く
み
ん
共

済 coop 

の
団
体
生
命
共
済
２０
口
（
２
０
０

万
円
）
に
統
一
し
ま
し
た
が
、
一
方
で
組
合

費
の
統
一
に
つ
い
て
も
議
論
し
て
い
ま
し
た
の

で
、
組
合
費
の
中
で
ど
れ
く
ら
い
を
共
済
の

費
用
に
充
て
ら
れ
る
の
か
な
ど
、
掛
金
と
保

障
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
も
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
で
し
た
。

竹
内
●
今
ま
で
一
律
加
入
で
は
な
か
っ
た
地

本
と
の
や
り
と
り
で
、ご
苦
労
は
あ
り
ま
し

た
か
。

牧
野
●
実
際
の
加
入
手
続
き
な
ど
は
、
各

地
本
と
、
こ
く
み
ん
共
済 coop

の
各
推
進

本
部
が
中
心
と
な
って
進
め
て
く
れ
ま
し
た
。

今
ま
で
と
比
較
し
て
保
障
内
容
が
大
幅
に

変
更
に
な
る
地
本
も
あ
り
、
組
合
員
の
理

解
を
得
る
の
は
決
し
て
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
最
終
的
に
は
規
定
に
も
書
か

れ
て
い
る
「
友
愛
と
信
義
に
基
づ
く
相
互
扶

助
」
の
精
神
で
乗
り
切
れ
た
と
思
い
ま
す
。

（
4
）
導
入
後
の
組
合
員
か
ら
の
反
応

杉
原
●
今
の
と
こ
ろ
直
接
的
な
声
は
届
い
て
い

ま
せ
ん
が
、
あ
る
程
度
評
価
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
後
も
本
制

度
に
対
す
る
組
合
員
さ
ん
の
理
解
が
よ
り
深

ま
る
よ
う
、
引
き
続
き
申
請
方
法
な
ど
も
含

め
て
周
知
を
進
め
て
い
き
た
い
で
す
。

伊
丹
●
こ
く
み
ん
共
済 coop 

と
し
て
は
、

加
入
口
数
を
２０
口
に
し
た
こ
と
で
、
退
職
後

も
継
続
し
て
ご
案
内
で
き
る
の
は
意
義
深
い
と

思
って
い
ま
す
。

 こ
く
み
ん
共
済 coop 

に

 期
待
す
る
こ
と

牧
野
●「
多
様
性
」が
進
む
現
代
に
お
い
て
、

当
社
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
背
景
を
も
っ
た
方

が
入
社
さ
れ
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
方
に
対
し

て
、
福
利
厚
生
も
含
め
て
ど
の
よ
う
な
共

済
推
進
が
で
き
る
の
か
、
ま
た
、
当
社
も

含
め
て
各
企
業
が
障
害
者
雇
用
を
進
め
て

い
る
中
で
、
今
後
そ
の
方
が
正
社
員
（
組

合
員
）
と
な
っ
た
と
き
、
必
要
な
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
今
い
る
方
だ

け
で
は
な
く
、
今
後
入
社
し
て
く
る
多
様

な
方
々
へ
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
も
、
課

題
と
し
て
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
三
菱
重
工
グ
ル
ー
プ
労
連
と
し
て
は
各
地

本
と
も
同
じ
課
題
認
識
を
持
つ
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
し
、
こ
く
み
ん
共
済coop

の
各
推
進
本
部
と
連
携
を
密
に
し
て
取
り

組
ん
で
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

石
岡
● 

こ
く
み
ん
共
済 coop

の
強
み
は
、

組
合
と
の
連
携
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

会
社
の
制
度
や
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
共
済
も
含

め
、
当
グ
ル
ー
プ
の
組
合
員
が
ど
ん
な
制
度

の
中
で
生
活
し
て
い
る
か
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
そ
の
上
で
各
個
人
に
寄
り
添
っ
た
適

切
な
保
障
の
提
案
を
お
願
い
し
ま
す
。

２
０
２
３
年
10
月
よ
り
、全
地
区
本

部（
以
下
、地
本
）の
共
済
制
度
の
統
一

と
あ
わ
せ
、こ
く
み
ん
共
済 coop 

に
よ
る
組
合
員
一
律
加
入
制
度
を
導

入
し
た
、三
菱
重
工
グ
ル
ー
プ
労
働

組
合
連
合
会（
以
下
、三
菱
重
工
グ

ル
ー
プ
労
連
）。

全
国
に
あ
る
11
の
地
本
が
そ
れ
ぞ
れ

独
自
で
行
っ
て
い
た
共
済
制
度
を
１

つ
の
制
度
に
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、

導
入
ま
で
の
流
れ
や
苦
労
し
た
こ
と
、

今
後
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
、本
部

執
行
部
の
皆
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

杉
原
●
今
は
昔
と
異
な
り
、
性
別
、
障
が
い

の
有
無
、
子
ど
も
を
持
つ
、
持
た
な
い
、
年
齢

の
重
ね
方
な
ど
、
幸
せ
の
定
義
も
個
人
に
よ
っ

て
だ
い
ぶ
違
う
と
感
じ
ま
す
。

　
今
後
は
、
組
合
も
共
済
制
度
も
組
合
員
一

人
ひ
と
り
に
対
し
て
寄
り
添
い
な
が
ら
応
え
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
引
き
続
き
、
良
い
ご
提
案
や
お
力
添

え
を
お
願
い
し
た
い
で
す
。

こくみん共済 coop
組織推進部 組織推進二課
伊丹 裕太郎 インタビュアー：こくみん共済 coop 竹内職員

 伊丹職員

ろ
う

つ
く
も

や

た



組織推進部
●「
こ
く
み
ん
共
済 coop 

　
中
期
経
営
政
策
2
0
2
2‐2
5

　
〜
変
革
と
創
造
〜
」補
強
案（

組
合
員
討
議
案
）

　「
こ
く
み
ん
共
済 coop

中
期
経
営
政

策
2
0
2
2
‐
2
5
〜
変
革
と
創
造
〜
」

（
以
下
、
中
期
経
営
政
策
2
0
2
5
変
革

と
創
造
）
策
定
時
に
設
定
し
た
、「
３
つ

の
姿
（
10
の
行
動
）」
は
変
え
る
こ
と
な

く
、
前
半
期
の
振
り
返
り
や
取
り
巻
く

環
境
の
変
化
等
を
踏
ま
え
た
取
り
組
み

の
補
強
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
ま
た
、
後
半
期
で
は
お
役
立
ち
発
想
と

共
創
活
動
で
さ
ら
に
「
新
し
い
た
す
け
あ

日
　
　時
 
■
2
0
2
4
年
5
月
31
日（
金
）

開
催
形
式
 
■
集
合
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催

参
加
者
 
■
45
団
体
49
名

議
　題

会
　場

経
過
報
告
・
活
動
計
画 

全
国
説
明
会

こ
く
み
ん
共
済 coop

〔2024年４月1日付〕
こくみん共済 coop 組織推進部  体制図

調査役  高木　　章
調査役  高尾　　伸
調査役  田野辺耕一
調査役  髙松　和夫

部 長  澤田　安弘

組織推進部

次 長  井口　英美
次 長  安達　典正
次 長  井上　弘司

推
進
企
画
課

課
長  

田
尾
　寛
樹

職
域
推
進
課

課
長  

高
杉
　光

組
織
推
進
二
課

課
長  

竹
内
　研
人

組
織
管
理
一
課 

　
　 

課
長  

小
嶋
　祐
子

組
織
管
理
二
課
　
　  課長  

川
人
美
奈
子

組
織
推
進
一
課

課
長  

石
井
　大
輔

常務理事 濱 田 毅 司

取り組みの補強内容※抜粋
①SDGsロードマップの取り組み
 ・ SDGs行動宣言（‘20.8）で掲げた6つの課
題を着実に遂行し、2030年にむけた取り組
みを進める。さらに、その先を見据え、事業活
動の永続的な発展（サステナビリティ経営）
にむけた準備を進める。

②組合員・生活者との姿
 ・ 市場金利の上昇や取り巻く環境を踏まえ、多
様化する組合員のニーズに応えていくため
に、老後保障・介護保障等を含めたトータル
な保障のご提案を行っていく。

③協力団体・共創パートナー団体との姿
 ・ セット共済に関するお手続きを、WEB上で
可能とするシステムの導入・展開を段階的
に進めるとともに、組合員に寄り添い、協力
団体とともに職域における「新しいたすけあ
い」の創造・実践を進める。

 ・ 共創パートナー団体との共創政策協議会等
を起点として、本部間や各エリアでの課題の
検討や関係強化を進め、さらなる共創に取り
組んでいく。

④業務・経営の姿
 ・ お役立ち発想と共創活動を通じた「新しいた
すけあい」を創造・実践する人財の育成・活
躍を促進していく。

 ・ お役立ちDXのさらなる取り組みを進め、
CX（組合員体験・価値）とEX（職員体験・価
値）の実現をめざす。

い
」の
創
造
・
実
践
を
進
め
、
め
ざ
す
姿
へ
の

変
革
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。﹇
表
1
﹈

●
こ
く
み
ん
共
済 coop 

　
2
0
2
4
年
度
の
主
な
取
り
組
み
課
題
 

（
組
合
員
討
議
案
）

　
中
期
経
営
政
策
2
0
2
5
変
革
と
創

造
の
後
半
期
２
ヵ
年
の
計
画
の
補
強
に

も
と
づ
き
、
マ
イ
カ
ー
共
済
の
商
品
改

定
（
2
0
2
5
年
４
月
予
定
）
の
実
施

に
む
け
て
組
合
員
の
ニ
ー
ズ
や
改
善
要

望
等
を
踏
ま
え
た
取
り
組
み
や
、
損
害

調
査
業
務
の
抜
本
改
革
の
本
格
実
施
に

む
け
て
、
自
動
車
・
住
宅
の
損
害
調
査

業
務
の
よ
り
一
層
の
高
度
化
・
効
率
化
、

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

●
こ
く
み
ん
共
済 coop 

　
2
0
2
3
年
度
経
過
報
告

　
中
期
経
営
政
策
2
0
2
5
変
革
と
創

造
で
掲
げ
た
「
新
し
い
た
す
け
あ
い
」

を
創
造
・
実
現
す
る
具
体
的
な
変
革
の

姿
、
め
ざ
す
姿
と
し
て
設
定
し
た
「
３

つ
の
姿
（
10
の
行
動
）」
に
も
と
づ
く
、

2
0
2
3
年
度
の
主
な
取
り
組
み
で
あ

る
、
ア
プ
リ
の
導
入
・
利
用
促
進
お
よ

び
「
こ
く
み
ん 

L
i
fe
サ
ポ
ー
ト
」
の

展
開
、
住
ま
い
の
保
障
点
検
と
連
動
し

た
社
会
課
題
の
取
り
組
み
等
の
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

●
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
へ
の

　
対
応
報
告

　
2
0
2
4
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た

「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
」
に
つ
い
て

対
応
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
甚
大
な
被
害
に
迅
速
に
対
応
し
て
い

く
た
め
、
本
部
に
災
害
対
策
本
部
を
立

ち
上
げ
る
と
と
も
に
、
全
国
か
ら
職
員

を
派
遣
し
、
被
災
さ
れ
た
組
合
員
の
皆

さ
ま
へ
の
対
応
を
最
優
先
課
題
と
し
て
、

総
力
を
あ
げ
て
現
地
調
査
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
１
月
10
日
よ
り
、
石
川
県
、
富
山
県

お
よ
び
新
潟
県
に
全
国
か
ら
職
員
を
派

遣
す
る
こ
と
で
現
地
調
査
体
制
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
被
災
受
付
の
受
電
体

制
強
化
や
集
中
支
払
拠
点
設
置
な
ど
に

よ
り
、
被
災
さ
れ
た
組
合
員
へ
の
迅
速

な
共
済
金
の
お
支
払
い
に
向
け
た
対
応

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
奥
能
登
エ
リ
ア
に
つ
い
て
、
航
空
写

真
や
自
治
体
等
の
各
種
発
表
の
情
報
を

ベ
ー
ス
に
し
た
独
自
調
査
に
も
と
づ
き
、

全
壊
エ
リ
ア
お
よ
び
一
部
全
壊
エ
リ
ア

を
特
定
し
ま
し
た
。
な
お
、
全
壊
エ
リ

ア
は
損
害
調
査
を
省
略
し
、
す
べ
て
全

壊
と
し
て
損
害
認
定
し
、
一
部
全
壊
エ

リ
ア
に
つ
い
て
も
、
損
害
調
査
を
省
略

し
、
自
治
体
発
行
の
「
り
災
証
明
書
」

の
み
で
損
害
認
定
を
行
い
ま
し
た
。

 共済
 火 災 共 済

 自然災害共済

 慶 弔 共 済

 合計

12,631件

10,977件

1,835件

25,443件

件数 共済金額
221,199,967円

10,896,584,000円

39,762,000円

11,157,545,967円

 被災受付件数
  17,131件
 調査等完了件数
  14,767件
 完了率
  86.20％

［表1］

被災受付・調査状況
（2024年4月1日時点） 共済金・見舞金の支払い状況（2024年4月1日時点）
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愛称を「こくみん共済 coop 」に制定

を迎えましたは 創刊

���� ���� ����

����
����������������

����
���� ���� ����

����
��������

協力団体向け機関誌

全労済中央推進会議発足
機関誌創刊号発刊

こくみん Lifeサポート
公式アプリをリリース

こくみん共済 40周年

111号

始動

全労済創立60周年

全労済創立50周年

50周年

60周年
����

����

����

東日本大震災の対応報告 創刊50号

自然災害共済の取り扱い開始
「全労済 21世紀ビジョン」を

策定

「被災者生活再建支援法」
成立

����

国民的保障制度を求める要請

����

阪神淡路大震災の対応報告中央推進会議の活動報告を開始

新たにスタート
策定

2014年度 -2017年度の中期経営政策 Zetwork-60を継承した
2018年度 -2021年度の中期経営政策

https://www.zenrosai.coop/web-zenrosai.html

『協力団体向け機関誌
　　　　こくみん共済 coop の歴史』

掲載内容電子BOOK

WEBこくみん共済 coop 
閲覧はこちらから

国際協同組合年

平成28年熊本地震

●トップインタビュー

特集

これからも協力団体の皆さまへの情報発信・コミュニケーションツールとして
発刊してまいります。引き続きのご愛顧を賜りますようよろしくお願いいたします。

発刊111号を記念して、創刊号から現在までに協力していただいた団体の 皆さまのインタビュー記事をWEBでもご覧いただけるようになりました。

創刊
100号

●産別・広域労組推進実例紹介

●労済論壇・シリーズ産業

●被災者生活再建支援法

電子ブック化



較
す
る
と
、
30
〜
60
歳
ま
で
積
み
立
て
て
、
60
〜
69

歳
末
ま
で
10
年
間
分
割
受
け
取
り
す
る
場
合
の
返
戻

率
は
個
人
年
金
共
済
1
0
9
．3
％
に
対
し
て
新
団
体

年
金
共
済
で
は
1
2
1
．4
%
に
も
な
り
ま
す
。

　
「
1
0
0
万
円
積
み
立
て
れ
ば
、
前
者
は
9
万
3
千

円
、
後
者
は
21
万
4
千
円
増
え
る
」
と
表
現
す
れ
ば
、

筆
者
が
新
団
体
年
金
共
済
を
勧
め
る
理
由
が
伝
わ
る

で
し
ょ
う
か 

。

(1)
単
独
世
帯
ま
た
は
若
年
層

　

単
独
世
帯
や
若
年
層
に
と
っ
て
、
新
団
体
年
金
共

済
は
比
較
的
近
い
将
来
の
資
金
づ
く
り
に
活
用
で
き
ま

す
。
車
の
購
入
費
用
、結
婚
費
用
、住
宅
購
入
の
頭
金
、

あ
る
い
は
運
用
資
金
の
元
手
に
す
る
な
ど
、
今
は
使
途

が
明
確
に
な
っ
て
い
な
く
て
も
、
将
来
に
向
け
て
、
気

軽
に
無
理
な
く
積
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
一
般
財
形
、
住
宅
財
形
、
財
形
年
金
、
持

株
会
な
ど
が
給
与
天
引
き
で
利
用
で
き
る
こ
と
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
労
使
交
渉
で
新
団
体
年
金
共
済
も

設
定
で
き
る
よ
う
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
特
に
財
形

貯
蓄
等
の
利
子
補
給
制
度
が
廃
止
さ
れ
て
い
る
場
合

な
ど
は
、
新
団
体
年
金
共
済
の
方
が
実
質
的
な
運
用

利
回
り
が
高
く
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
組
合

員
さ
ん
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

 (2) 
子
育
て
世
帯

　

将
来
の
大
学
進
学
に
向
け
て
学
資
保
険
を
利
用
す

る
方
も
多
い
で
す
が
、
新
団
体
年
金
共
済
は
学
資
保

険
の
代
替
策
と
し
て
も
非
常
に
有
効
で
す
。
学
資
保

険
と
し
て
み
る
場
合
の
返
戻
率
が
高
く
、
掛
金
に
対

す
る
実
質
的
な
利
回
り
が
高
い
か
ら
で
す
。

　

具
体
的
に
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
新
団
体
年
金
共
済

で
掛
金
月
額
1
万
円
を
18
年
間
積
み
立
て
た
場
合
の

脱
退
一
時
金
（
積
立
金
）は
約
2
3
3
万
3
千
円 

で
す
。

掛
金
累
計
額
は
2
1
6
万
円
で
す
の
で
、
返
戻
率

（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
リ
ュ
ー
）は
2
3
3
万
3
千
円
÷
2
1
6

万
円
×
1
0
0
＝
約
1
0
8
%
で
す
。
読
者
ご
自
身
で

も
学
資
保
険
の
見
積
も
り
を
取
り
、
同
条
件
で
こ
れ

を
上
回
る
か
ど
う
か
を
ぜ
ひ
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
返
戻
率
を
高
く
み
せ
た
い
場
合
、
一
般
的
に

は
22
歳
満
期
に
し
て
運
用
期
間
を
長
く
し
た
り
、
保

険
料
支
払
い
期
間
を
短
く
10
年
間
に
し
た
り
と
様
々

な
方
法
が
採
用
さ
れ
ま
す
が
、
読
者
の
皆
さ
ん
は
「
条

件
を
そ
ろ
え
る
こ
と
」
に
重
き
を
置
く
よ
う
に
す
れ
ば

見
誤
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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現
在
、
貯
蓄
性
商
品
を
取
り
巻
く
環
境
は
急
激
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
日
経
平
均
株
価
は
2
0
2
4
年
2
月
22
日
に
バ
ブ

ル
期
の
最
高
値
を
34
年
ぶ
り
に
更
新
し
、
新
N
I
S
A
を
は
じ
め
と
す
る
投
資
熱
が
高
ま
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
ま
た
、
物
価

の
上
昇
と
と
も
に
金
利
も
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
背
景
の
中
で
、
労
働
組
合
業
界
に
お
け
る
私
共
の
セ
ミ
ナ
ー
で

も
N
I
S
A
や
投
資
信
託
の
運
用
に
関
す
る
テ
ー
マ
が
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　一
方
で
、
全
て
の
人
が
リ
ス
ク
を
取
っ
て
投
資
を
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
リ
ス
ク
を
取
り
た
く
な
い
方
に
と
っ
て
は
、

堅
実
な
資
産
形
成
が
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
こ
く
み
ん
共
済 coop 

の
「
新
団
体
年
金

共
済
」で
す
。こ
の
共
済
制
度
は
、リ
ス
ク
を
最
小
限
に
抑
え
な
が
ら
無
理
な
く
資
産
を
増
や
す
手
段
と
し
て
非
常
に
有
効
で
す
。

　

新
団
体
年
金
共
済
に
は
多
く
の
優
位
性
が
あ
り
ま

す
。
ま
ず
、個
人
年
金
や
団
体
年
金
は
予
定
利
率
（
契

約
時
に
約
束
さ
れ
る
運
用
利
率
）
で
選
ば
れ
る
方
が

多
い
の
で
す
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
す
。

　

な
ぜ
な
ら
、
掛
金
（
保
険
料
）
の
全
て
が
運
用
に

回
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
す
。
最
初
に
保
険
会
社
や

共
済
団
体
の
事
業
経
費
が
差
し
引
か
れ
、
そ
の
残
額

だ
け
が
積
立
運
用
に
回
る
た
め
、
実
際
の
運
用
利
回

り
が
低
く
な
る
と
い
う
理
屈
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
い
く
ら
予
定
利
率
が
高
く
て
も
事
業

経
費
の
割
合
が
高
く
設
定
さ
れ
て
い
る
と
実
質
的
な

利
回
り
が
低
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。〔
図
1
〕

　

そ
の
点
、
新
団
体
年
金
共
済
は
事
業
経
費
が
少
な

い
た
め
、
手
取
り
が
多
く
な
る
の
が
特
徴
で
す
。

「
新
団
体
年
金
共
済
」の
ス
ス
メ

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
講
座

新
団
体
年
金
共
済
を

お
す
す
め
す
る
理
由

1

Financial 
Planner

Financial 
Planner

世
帯
別
の

新
団
体
年
金
共
済
の
活
用
例

2
終
わ
り
に

3

生活経済研究所®長野 所長
CFP®認定者 塚原  哲
生活経済研究所長野 所長、投資助言・代理業
登録番号 関東財務局長（金商）第629号 

1998年精密機器メーカーの労働組合役員に就任、2001年に労働組合
専門のシンクタンク「生活経済研究所長野」を設立、2006年日本FP協
会長野支部・支部長、2012年関東ブロック副ブロック長を歴任、2014
年7月から日本FP協会評議員を歴任。全国で労働組合関連団体のライ
フサポート活動の立ち上げに従事。

〔図1〕 個人年金保険の予定利率と
 事業経費（例）

55歳時点において毎月積立額3,000円を設定し、
1,000万円を随時払いする場合
（団体一括払込契約の場合の一例）

※1 基本型
※2団体一括払込契約の場合の一例

※
2

※
2

※
1

　

ま
た
、
掛
金
も
口
座
引
落
で
は
な
く
労
働
組
合
を

通
じ
て
集
め
る
方
法
（
団
体
一
括
払
込
契
約
）
の
場

合
は
集
金
に
か
か
る
コ
ス
ト
も
抑
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
は
新
団
体
年
金
共
済
の
実
質
的
な
運
用
利
回
り
が

向
上
す
る
理
由
で
す
。

　

実
際
に
比
較
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
く
み
ん
共
済 

coop 

の
個
人
年
金
共
済 
と
新
団
体
年
金
共
済
を
比

　

学
資
保
険
に
は
契
約
者
に
万
一
の
こ
と
が
発
生
し
た

場
合
の
保
険
料
免
除
特
約
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を

付
帯
す
る
と
保
険
料
が
高
く
な
り
、
返
戻
率
が
低
下

し
ま
す
。
そ
も
そ
も
、
遺
族
保
障
を
別
途
用
意
し
て

い
る
場
合
は
そ
れ
ら
と
保
障
が
重
複
す
る
た
め
、
無
駄

な
掛
金
（
保
険
料
）
が
発
生
し
て
い
る
は
ず
で
す
。

　

こ
れ
ら
を
排
し
、
新
団
体
年
金
共
済
の
よ
う
に
単

な
る
貯
蓄
と
し
て
利
用
す
る
方
が
効
率
的
で
す
。
ま
た
、

仮
に
進
学
し
な
か
っ
た
場
合
、
学
資
保
険
は
満
期
を

迎
え
て
し
ま
い
ま
す
が
、
新
団
体
年
金
共
済
は
そ
の

ま
ま
継
続
で
き
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
。
例
え
ば
セ
カ
ン
ド

ラ
イ
フ
の
資
金
づ
く
り
に
目
的
を
変
更
し
、
積
み
立
て

を
続
け
ら
れ
る
な
ど
、
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
が
高
い
の

で
す
。

(3)
退
職
準
備
世
帯

　

新
団
体
年
金
共
済
に
は
「
随
時
払
い
」
と
い
う
仕

組
み
が
あ
り
、
一
定
額
を
ま
と
め
て
払
い
込
む
こ
と
で

積
立
金
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
随
時
払
い
を

す
る
に
は
、
月
払
い
、
半
年
払
い
、
年
払
い
の
う
ち
い

ず
れ
か
の
契
約
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
年
金
開
始
日

の
５
年
よ
り
前
ま
で
は
1
回
あ
た
り
2
0
0
万
円
ま
で
、

そ
れ
以
降
で
あ
れ
ば
1
回
あ
た
り
の
金
額
に
制
限
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
随
時
払
い
で
払
い
込
め
る
累
計
限
度

は
1
，5
0
0
万
円
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
55
歳
時
点
に
お
い
て
月
払
い
3
，0
0
0
円

で
積
み
立
て
を
設
定
し
、
1
〜
5
ヵ
月
目
ま
で
毎
月

2
0
0
万
円
（
合
計
1
，0
0
0
万
円
）
を
随
時
払
い
す

る
と
、
65
歳
時
点
に
お
け
る
払
込
総
額
1
，0
3
6
万

円
に
対
し
、
脱
退
一
時
金
（
積
立
金
）
は
約
1
，1
3
3

万
7
千
円
に
な
り
ま
す
（
10
年
間
で
約
97
万
3
千
円

増
）。
わ
ず
か
10
年
間
で
も
返
戻
率
は
約
1
0
9
．4
%

と
高
く
、
特
筆
に
値
す
る
で
し
ょ
う
。
運
用
期
間
を

長
く
設
定
で
き
な
い
50
代
の
人
に
お
す
す
め
で
す
。

個人年金保険

予定利率0.75％
（月8,754円）

事業経費
（月1,246円）

積立に
回る部分掛金

10,000円ず
い
じ
ば
ら
い

0

2,000,000

4,000,000

6,000,000

8,000,000

10,000,000

12,000,000

月払い　　　　　随時払い 　　　　評価額
55歳末 64歳末

371,000
36,000

10,000,000

10,966,000

11,337,000

10,036,000

評
価
額

(円）

５５歳時点、
月払い3,000円で
積立設定

毎月200万円×5回
1,000万円を
随時払い

約３７万円に
なっている

約1,096万円に
なっている

〔図2〕 
　

新
団
体
年
金
共
済
は
、
リ
ス
ク
を
抑
え
つつ
無
理
な

く
資
産
形
成
を
目
指
す
方
に
と
っ
て
非
常
に
有
効
な

手
段
で
す
。
各
世
帯
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
柔
軟
に
対
応

で
き
る
こ
の
共
済
を
活
用
す
る
と
よ
り
豊
か
な
将
来

を
実
現
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
組
合
員
さ
ん
の
資
産
形

成
の
一
助
と
し
て
、
新
団
体
年
金
共
済
を
紹
介
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

〔
図
2
〕



こくみん共済 coop
組織推進部 組織推進一課

　日本食品関連産業労働組合総連合会(フード
連合)よりご紹介いただきました。
　お店は田町にあります。ランチのおすすめメ
ニューは「上州豚と10種類の野菜のせいろ蒸し
定食」。せいろの上段に野菜、下段は豚バラ肉と
もやしがたっぷりで食べ応えがあります。
　他には名物の「あじフライ定食」も外せない逸
品です。大きなあじフライ2枚と玉ねぎのフライに
タルタルが添えられたパワフルな定食です。
　お近くにお越しの際はぜひお立ち寄りください。

ご近所グルメ
訪問先の

こくみん共済 coopの推進担当が、
協力団体からご紹介いただいた
名店・隠れた穴場をレポートします。

☎03-6435-0477
〒108-0014
東京都港区芝5丁目24-12
JR田町駅 徒歩約4分
都営三田線三田駅 徒歩約3分
都営浅草線三田駅 徒歩約3分

〔営業時間〕  
●［月～金］
 ランチ 11:30 ～ 14:30  （L.O.14:00 ） 
  15:00 ～ 23:30 （L.O. 22:30）  
●［土・日］ 15:00 ～ 23:30 （L.O. 22:30）

 〔定休日〕 不定休

私が
オススメ
します！

松橋 洋平

東京･港区 うおやまち

二代目 魚屋町

フード連合

19 18

追加公演 11:00
11:00

（7月30日 20：00まで受付）
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